
(57)【要約】

【課題】発熱性部品からの熱を外部に逃がすことなく液

体冷媒により確実に集めることができる冷却構造を提供

する。

【解決手段】電子機器１は、比較的高い発熱性を有する

電子部品である第１発熱体３と、比較的低い発熱性を有

する電子部品である第２発熱体４とを備えている。第２

発熱体４は、ヒートシンク５上に取り付けられており、

冷却用ファン１０からの冷却風により冷却（空冷）され

る。第１発熱体３は冷却器７内を循環する液体冷媒によ

り冷却（液冷）される。第１発熱体３および冷却器７は

、ケース８内に収められており、これにより周囲から熱

的および電磁的に遮断されている。冷却器７内において

第１発熱体３からの熱を集めた液体冷媒は、ケース８外

部において吸着式冷凍装置により冷却されて、再び冷却

器７に供給される。電子機器１内において、空冷される

部分２０と液冷される部分３０は、冷却風の風向に関し

て並列に配置されている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 発 熱 体 （ ３ ） か ら の 熱 を 受 け 取 り 可 能 に 配 置 さ れ た 冷 却 器 （ ７ ） を 備 え 、 前 記 冷 却 器
（ ７ ） 外 部 に お い て 冷 却 さ れ た 第 １ 冷 媒 を 前 記 冷 却 器 （ ７ ） 内 に 循 環 さ せ る こ と に よ り 前
記 第 １ 発 熱 体 （ ３ ） を 冷 却 す る 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 に お い て 、
前 記 第 １ 発 熱 体 （ ３ ） と 前 記 冷 却 器 （ ７ ） と を １ つ の 密 閉 空 間 内 に 収 め て 周 囲 か ら 熱 的 に
遮 断 す る ケ ー ス （ ８ ） を 備 え 、
前 記 第 １ 冷 媒 は 前 記 ケ ー ス （ ８ ） 外 部 に お い て 冷 却 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 発 熱 性 部 品 の
冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ス （ ８ ） の 前 記 周 囲 に は 、 発 熱 量 が 前 記 第 １ 発 熱 体 （ ３ ） よ り 小 さ く 、 冷 却 用 フ
ァ ン （ １ ０ ） か ら の 冷 却 風 に よ り 冷 却 さ れ る 第 ２ 発 熱 体 （ ４ ） を 備 え た 空 冷 部 （ ２ ０ ） が
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ケ ー ス （ ８ ） と 前 記 空 冷 部 （ ２ ０ ） は 、 前 記 冷 却 用 フ ァ ン （ １ ０ ） の 風 向 に 関 し て 並
列 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー ス （ ８ ） は 、 前 記 第 １ 発 熱 体 （ ３ ） お よ び 前 記 冷 却 器 （ ７ ） を 、 前 記 周 囲 か ら 電
磁 的 に 遮 断 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 熱 性 部
品 の 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ 冷 媒 は 、 前 記 ケ ー ス （ ８ ） 外 部 に 配 置 さ れ た 吸 着 器 （ ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ ） に 循 環 さ
せ ら れ て 、 前 記 吸 着 器 （ ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ ） 内 に お い て 第 ２ 冷 媒 を 蒸 発 さ せ 、 蒸 発 し た 前 記
第 ２ 冷 媒 を 前 記 吸 着 器 （ ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ ） 内 部 の 吸 着 剤 に 吸 着 す る こ と に よ り 冷 却 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 吸 着 器 （ ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ ） に お い て 、 前 記 吸 着 剤 か ら 前 記 第 ２ 冷 媒 を 脱 離 さ せ る た め
の 熱 源 と し て 、 前 記 ケ ー ス （ ８ ） 外 部 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ 発 熱 体 （ ４ ０ ） に お い て 生 じ
る 熱 を 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 子 機 器 あ る い は 電 気 機 器 を 構 成 す る 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 電 子 機 器 あ る い は 電 気 機 器 を 構 成 す る 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 と し て 、 冷 却 用 フ
ァ ン に よ る 冷 却 風 を 用 い た も の （ 空 冷 ） と 液 体 冷 媒 を 用 い た も の （ 液 冷 ） と が 知 ら れ て い
る 。 液 冷 は 空 冷 に 比 較 し て 冷 却 性 能 が 高 い た め 、 特 に 発 熱 量 の 大 き い 発 熱 体 を 有 す る 機 器
に お い て は 、 液 冷 に よ る 冷 却 を 行 う こ と が 提 案 さ れ て い る 。 た だ し 、 機 器 に よ っ て は 、 機
器 内 の す べ て の 発 熱 体 の 冷 却 を 液 冷 に よ り 行 お う と す る と 、 冷 却 器 が 複 雑 化 お よ び 大 型 化
し 、 さ ら に 液 体 冷 媒 を 冷 却 す る た め の 装 置 も 大 型 化 す る た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 発 熱 量
が 大 き い 発 熱 体 ９ ０ は 液 冷 、 発 熱 量 が 小 さ い 発 熱 体 ９ １ は 空 冷 と い う よ う に 、 発 熱 体 の 発
熱 量 に 応 じ て 液 冷 と 空 冷 を 使 い 分 け る こ と に よ り 、 冷 却 構 造 を 簡 素 化 す る こ と も 提 案 さ れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ８ ３ ９ ５ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 液 冷 に よ る 冷 却 構 造 に お い て は 、 発 熱 体 か ら の 熱 が 外 に 逃 げ て 液 体
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冷 媒 に よ っ て 確 実 に 熱 を 集 め ら れ ず 、 特 に 上 記 従 来 技 術 の よ う に 、 発 熱 体 ９ ０ を 液 冷 に よ
り 冷 却 す る 部 分 （ 液 冷 部 ） ９ ４ と 発 熱 体 ９ １ を 空 冷 に よ り 冷 却 す る 部 分 （ 空 冷 部 ） ９ ５ が
混 在 し て い る 場 合 に は 、 空 冷 の た め の 冷 却 風 が 液 冷 部 ９ ４ を 通 る こ と に よ り 発 熱 体 ９ ０ か
ら の 熱 が 多 く 外 に 逃 げ て 、 こ の よ う に 高 発 熱 の 発 熱 体 ９ ０ か ら 逃 げ た 熱 に よ り 高 温 に な っ
た 風 が 風 下 に あ る 空 冷 部 ９ ５ の 発 熱 体 ９ １ に あ た る こ と に よ り 、 空 冷 部 ９ ５ の 発 熱 体 ９ １
の 温 度 が 上 昇 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 発 熱 性 部 品 に お い て 発 生 し た 熱 を 外 部 に 逃
が す こ と な く 液 体 冷 媒 に よ り 確 実 に 集 め る こ と が で き る 冷 却 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 構 造 は 、 第 １ 発 熱 体 か ら の 熱
を 受 け 取 り 可 能 に 配 置 さ れ た 冷 却 器 を 備 え て お り 、 冷 却 器 外 部 に お い て 冷 却 さ れ た 第 １ 冷
媒 を 冷 却 器 内 に 循 環 さ せ る こ と に よ り 第 １ 発 熱 体 を 冷 却 す る 冷 却 構 造 で あ り 、 さ ら に 、 第
１ 発 熱 体 と 冷 却 器 と を １ つ の 密 閉 空 間 内 に 収 め て 周 囲 か ら 熱 的 に 遮 断 す る ケ ー ス を 備 え て
お り 、 第 １ 冷 媒 は ケ ー ス 外 部 に お い て 冷 却 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 第 １ 発 熱 体 と 冷 却 器 は ケ ー ス に よ り 周 囲 か ら 熱 的 に 遮 断 さ れ て
い る た め 、 第 １ 発 熱 体 に お い て 発 生 し た 熱 を 外 部 に 逃 が す こ と な く 、 冷 却 器 内 の 第 １ 冷 媒
に よ り 確 実 に 集 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ 記 載 の よ う に 、 ケ ー ス の 周 囲 に 、 発 熱 量 が 第 １ 発 熱 体 よ り 小 さ く 、 冷 却 用 フ ァ ン
か ら の 冷 却 風 に よ り 冷 却 さ れ る 第 ２ 発 熱 体 を 備 え た 空 冷 部 が 配 置 さ れ て い る 場 合 に は 、 請
求 項 １ 記 載 の よ う に 、 第 １ 発 熱 体 が ケ ー ス に よ っ て 周 囲 か ら 熱 的 に 遮 断 さ れ て い る と 、 第
１ 発 熱 体 か ら の 熱 が 第 ２ 発 熱 体 に 影 響 を 与 え る こ と が な く 、 こ れ に よ り 第 ２ 発 熱 体 の 信 頼
性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 請 求 項 ３ 記 載 の よ う に 、 ケ ー ス と 空 冷 部 が 冷 却 用
フ ァ ン の 風 向 に 関 し て 並 列 に 配 置 さ れ て い る と 、 冷 却 用 フ ァ ン か ら の 冷 却 風 が ケ ー ス に あ
た る こ と が な い た め 、 第 １ 発 熱 体 か ら の 熱 を ケ ー ス 外 に 逃 が す こ と な く 冷 却 器 に よ っ て よ
り 確 実 に 集 め る こ と が で き 、 ま た 第 １ 発 熱 体 か ら の 熱 が 第 ２ 発 熱 体 に 影 響 す る こ と を よ り
確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の よ う に 、 ケ ー ス と し て 、 熱 的 な シ ー ル ド だ け で な く 、 電 磁 的 な シ ー
ル ド を 兼 ね 備 え た も の を 用 い る と 、 簡 単 な 構 造 に よ り 、 第 １ 発 熱 体 お よ び 冷 却 器 を 周 囲 か
ら 熱 的 に シ ー ル ド す る と 共 に 、 第 １ 発 熱 体 を 電 磁 的 に シ ー ル ド す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 請 求 項 ５ 記 載 の よ う に 、 第 １ 冷 媒 は 、 ケ ー ス 外 部 に 配 置 さ れ た 吸 着 器 に 循 環 さ せ
ら れ て 、 吸 着 器 内 に お い て 第 ２ 冷 媒 を 蒸 発 さ せ 、 蒸 発 し た 第 ２ 冷 媒 を 吸 着 器 内 部 の 吸 着 剤
に 吸 着 す る こ と に よ り 冷 却 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る と よ い 。 こ の よ う に 、 ケ ー ス 外 に
お い て 吸 着 式 冷 凍 装 置 に よ り 第 １ 冷 媒 を 冷 却 す る よ う に 構 成 さ れ て い る と 、 第 １ 冷 媒 を 外
気 温 度 以 下 に 冷 却 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 単 に ケ ー ス 外 部 に お い て 第 １ 冷 媒 か ら 空 気
中 へ 放 熱 さ せ る こ と に よ り 冷 却 す る 場 合 に 比 較 し て 、 外 気 温 度 に 拘 わ り な く 適 切 に 冷 却 す
る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 吸 着 式 冷 凍 装 置 を 用 い る と 、 他 の 冷 凍 装 置 に 比 較 し て 、 省 電
力 で の 冷 却 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
吸 着 式 冷 凍 装 置 に お い て は 、 請 求 項 ６ 記 載 の よ う に 、 吸 着 剤 か ら 第 ２ 冷 媒 を 脱 離 さ せ る た
め の 熱 源 と し て 、 ケ ー ス 外 部 に 配 置 さ れ て い る 第 ３ 発 熱 体 に お い て 生 じ る 熱 を 利 用 す る よ
う に す る と よ い 。 こ の よ う に し て 、 吸 着 式 冷 凍 装 置 を 作 動 さ せ る 際 の 熱 源 と し て 、 例 え ば
第 １ 発 熱 体 と 同 じ 機 器 内 に あ る 別 の 適 当 な 発 熱 体 な ど か ら の 熱 を 利 用 す る と 、 第 １ 冷 媒 の
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冷 却 を よ り 省 電 力 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
図 １ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 冷 却 構 造 が 適 用 さ れ た 電 子 機 器
１ を 示 し て い る 。 電 子 機 器 １ は 例 え ば ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン な ど で あ り 、 比 較 的 高 い 発 熱 性
を 有 す る 電 子 部 品 で あ る 複 数 の 第 １ 発 熱 体 ３ と 、 比 較 的 低 い 発 熱 性 を 有 す る 電 子 部 品 で あ
る 第 ２ 発 熱 体 ４ と を 備 え て い る 。 第 １ 発 熱 体 ３ は 、 例 え ば パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ な ど で あ り
、 第 ２ 発 熱 体 ４ は 、 第 １ 発 熱 体 ３ よ り 発 熱 量 が 小 さ い Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ２ 発 熱 体 ４ は 、 金 属 製 の ヒ ー ト シ ン ク ５ の 上 に 取 り 付 け ら れ て 、 上 部 か ら ケ ー ス ６ に よ
っ て 覆 わ れ て お り 、 こ れ ら 全 体 に よ っ て 空 冷 部 ２ ０ を 形 成 し て い る 。 ヒ ー ト シ ン ク ５ は 複
数 の 放 熱 フ ィ ン を 備 え て お り 、 こ の 放 熱 フ ィ ン に は 、 冷 却 用 フ ァ ン １ ０ か ら 冷 却 風 が 吹 き
つ け ら れ る よ う に な っ て い る 。 第 ２ 発 熱 体 ４ で 発 生 し た 熱 は 、 ヒ ー ト シ ン ク ５ に 伝 わ り 、
こ こ か ら 冷 却 用 フ ァ ン １ ０ か ら の 冷 却 風 に 伝 わ り 、 こ の よ う に し て 第 ２ 発 熱 体 ４ が 冷 却 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
一 方 、 第 １ 発 熱 体 ３ は プ リ ン ト 基 板 ２ 上 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 第 １ 発 熱 体 ３ に は 、
プ リ ン ト 基 板 ２ と 反 対 側 に 金 属 製 の 冷 却 器 ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 第 １
発 熱 体 ３ は 、 冷 却 器 ７ と 共 に ケ ー ス ８ 内 に 収 め ら れ て お り 、 こ れ ら 全 体 に よ っ て 液 冷 部 ３
０ を 形 成 し て い る 。 液 冷 部 ３ ０ と 空 冷 部 ２ ０ は 、 冷 却 用 フ ァ ン １ ０ か ら の 冷 風 の 風 向 き に
関 し て 並 列 に な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
冷 却 器 ７ は 、 ケ ー ス ８ 内 に お い て 、 樹 脂 製 の 支 持 部 材 ９ に よ り 支 持 さ れ て お り 、 こ れ に よ
り ケ ー ス ８ か ら 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 プ リ ン ト 基 板 ２ も ケ ー ス ８ か ら 間 隔
を お い て 配 置 さ れ て お り 、 こ の よ う に し て 、 第 １ 発 熱 体 ３ お よ び 冷 却 器 ７ は ケ ー ス ８ と 直
接 接 触 し な い よ う に ケ ー ス ８ 内 の 密 閉 空 間 に 収 め ら れ て い る 。 ケ ー ス ８ は 樹 脂 製 で 表 面 に
金 属 メ ッ キ が 施 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 第 １ 発 熱 体 ３ お よ び 冷 却 器 ７ を 、 周 囲 （ 例 え ば
第 ２ 発 熱 体 ４ な ど ） か ら 熱 的 に 遮 断 す る と 共 に 、 電 磁 的 に も 遮 断 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
冷 却 器 ７ は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ３ つ の 第 １ 発 熱 体 ３ の 下 を 順 に 通 る よ う に 配 設 さ
れ て お り 、 内 部 に は 液 体 冷 媒 が 通 る た め の 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 通 路 の 両 端 に は 、 ケ ー
ス ８ の 外 部 か ら 、 入 口 配 管 １ ４ お よ び 出 口 配 管 １ ５ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て お り 、 冷 却 器 ７
内 の 通 路 に 入 口 配 管 １ ４ か ら 第 １ 冷 媒 が 供 給 さ れ 、 出 口 配 管 １ ５ か ら 放 出 さ れ る こ と に よ
り 、 冷 却 器 ７ 内 に 第 １ 冷 媒 が 循 環 す る よ う に な っ て い る 。 第 １ 冷 媒 と し て は 、 水 、 ア ン モ
ニ ア な ど の 自 然 冷 媒 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 系 の 不 凍 液 が 混 入 し た 水 、 フ ロ リ ナ ー ト な ど の
フ ッ 化 炭 素 系 冷 媒 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｃ １ ２ ３ 、 Ｈ Ｆ Ｃ １ ３ ４ ａ 等 の フ ロ ン 系 冷 媒 、 メ タ ノ ー ル 、 ア
ル コ ー ル な ど の ア ル コ ー ル 系 冷 媒 、 ア セ ト ン な ど の ケ ト ン 系 冷 媒 を 用 い る こ と が で き る が
、 本 実 施 形 態 で は 水 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ 発 熱 体 ３ で 発 生 し た 熱 は 、 冷 却 器 ７ 内 の 第 １ 冷 媒 に 伝 わ り 、 こ れ に よ り 第 １ 発 熱 体 ３
は 冷 却 さ れ る 。 入 口 配 管 １ ４ お よ び 出 口 配 管 １ ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 子 機 器 １ 外 部
の 吸 着 式 冷 凍 装 置 ５ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 出 口 配 管 １ ５ か ら 放 出 さ れ た 水 は 吸 着 式 冷 凍 装
置 ５ ０ の 吸 着 器 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ に お い て 冷 却 さ れ て 、 再 び 入 口 配 管 １ ４ か ら 冷 却 器 ７ に 供
給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
吸 着 式 冷 凍 装 置 ５ ０ は 、 吸 着 剤 に よ る 冷 媒 の 吸 着 ・ 脱 離 を 利 用 し て 冷 却 を 行 う も の で 、 第
１ 吸 着 器 ５ １ ａ と 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ を 有 し て い る 。 こ れ ら の 吸 着 器 ５ １ ａ ５ １ ｂ は 同 じ 構
成 の も の で 、 吸 着 コ ア ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ と 蒸 発 ／ 凝 縮 コ ア ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ と を 備 え て い る 。
吸 着 器 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ の 内 部 に は 、 第 ２ 冷 媒 が 封 入 さ れ て お り 、 吸 着 コ ア ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ
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に は 吸 着 剤 が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
吸 着 剤 と し て は 、 シ リ カ ゲ ル 、 ゼ オ ラ イ ト 、 活 性 炭 、 活 性 ア ル ミ ナ な ど を 用 い る こ と が で
き る が 、 本 実 施 形 態 で は シ リ カ ゲ ル や ゼ オ ラ イ ト 等 の 固 体 吸 着 剤 を 用 い て い る 。 第 ２ 冷 媒
と し て は 、 吸 着 剤 に 吸 着 可 能 で あ り 、 圧 力 を 変 え る こ と で 相 変 化 し 熱 の 出 入 り が あ る 水 、
フ ロ ン 、 ア セ ト ン な ど を 用 い る こ と が で き る が 、 本 実 施 形 態 で は 水 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 冷 凍 装 置 ５ ０ は 、 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ に お い て 冷 却 器 ７ か ら の 第 １ 冷 媒 を 冷 却 す る 第 １
モ ー ド と 、 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ に お い て 冷 却 器 ７ か ら の 第 １ 冷 媒 を 冷 却 す る 第 ２ モ ー ド で 切
り 替 え て 作 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ は 第 １ モ ー ド に お け る 状 態 を 示 し て い る 。 第 １ モ ー ド 開 始 時 に は 、 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ
内 の 吸 着 剤 は 脱 離 が 完 了 し た 状 態 に あ り 、 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ の 吸 着 剤 は 吸 着 が 完 了 し た 状
態 に あ る 。 第 １ モ ー ド に お い て は 、 蒸 発 コ ア ５ ５ ａ に お い て 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ 内 部 の 第 ２
冷 媒 を 蒸 発 さ せ る こ と に よ り 、 冷 却 器 ７ か ら の 第 １ 冷 媒 を 冷 却 す る 。 蒸 発 し た 第 ２ 冷 媒 （
水 蒸 気 ） は 、 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ 内 の 吸 着 コ ア ５ ４ ａ に 拡 散 し て 、 吸 着 剤 に よ り 吸 着 さ れ る
。 吸 着 剤 は 水 蒸 気 を 吸 着 す る 際 に 発 熱 し て 吸 着 能 力 が 低 下 す る の で 、 放 熱 器 ５ ６ に お い て
外 気 と の 熱 交 換 に よ り 冷 却 さ れ た 第 ３ 冷 媒 を 吸 着 コ ア ５ ４ ａ 内 に 循 環 さ せ る こ と に よ り 、
吸 着 剤 を 冷 却 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 方 、 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ に お い て は 、 吸 着 コ ア ５ ４ ｂ 内 の 吸 着 剤 を 加 熱 す る こ と に よ り 、
吸 着 剤 に 吸 着 し て い た 第 ２ 冷 媒 を 脱 離 さ せ 、 さ ら に 凝 縮 コ ア ５ ５ ｂ に 放 熱 器 ５ ６ か ら の 第
３ 冷 媒 を 循 環 さ せ る こ と に よ り 、 脱 離 し た 気 相 冷 媒 （ 水 蒸 気 ） を 冷 却 し て 凝 縮 さ せ る 。 吸
着 剤 を 加 熱 す る た め の 加 熱 手 段 と し て は 、 電 気 ヒ ー タ な ど を 用 い る こ と も で き る が 、 本 実
施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 発 熱 体 ３ と 同 じ 電 子 機 器 １ 内 に 搭 載 さ れ て い る 別 の
発 熱 体 （ 第 ３ 発 熱 体 ） ４ ０ に お い て 生 じ る 熱 を 利 用 し て い る 。 た だ し 、 こ の 場 合 、 第 ３ 発
熱 体 ４ ０ は 、 第 １ 発 熱 体 ３ の 発 熱 量 以 上 の 発 熱 が あ る こ と が 条 件 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 ２ モ ー ド は 、 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ 内 の 吸 着 剤 は 脱 離 が 完 了 し 、 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ 内 の 吸 着
剤 は 吸 着 が 完 了 し た 状 態 に お い て 開 始 さ れ 、 第 １ モ ー ド と は 逆 に 、 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ に お
い て 冷 却 器 ７ か ら の 第 １ 冷 媒 を 冷 却 し 、 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ に お い て 第 ２ 冷 媒 の 脱 離 お よ び
凝 縮 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
放 熱 器 ５ ６ に お い て は 、 熱 交 換 部 ５ ７ に 対 し て フ ァ ン ５ ８ に よ り 冷 却 風 が 送 ら れ 、 こ れ に
よ り ， 第 ３ 冷 媒 か ら 周 囲 に 放 熱 さ せ る こ と に よ り 第 ３ 冷 媒 を 冷 却 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 の 構 成 に よ る と 、 液 冷 部 ３ ０ に お い て 、 発 熱 体 ３ と 冷 却 器 ７ が ケ ー ス ８ 内 の 密
閉 空 間 に 収 め ら れ て 周 囲 か ら 熱 的 に 遮 断 さ れ て い る た め 、 発 熱 体 ３ に お い て 発 生 し た 熱 を
冷 却 器 ７ 内 の 冷 媒 に よ り 確 実 に 集 め る こ と が で き る 。 ま た 、 液 冷 部 ３ ０ が ケ ー ス ８ で 覆 わ
れ て お り 、 空 冷 部 ２ ０ と 液 冷 部 ３ ０ が 並 列 に 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 液 冷 部 ３ ０ の 発 熱
体 ３ か ら の 熱 が 空 冷 部 ２ ０ に 影 響 を 与 え る こ と が な く 、 こ れ に よ り 空 冷 部 ２ ０ の 発 熱 体 ４
の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 ま た 、 機 器 １ 全 体 の 冷 却 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。
さ ら に 、 液 冷 部 ３ ０ の ケ ー ス ８ が 電 磁 的 シ ー ル ド と 熱 的 シ ー ル ド を 兼 ね て い る こ と に よ り
、 簡 単 な 構 造 に よ り 、 第 １ 発 熱 体 ３ お よ び 冷 却 器 ７ を 周 囲 か ら 熱 的 に シ ー ル ド す る と 共 に
、 第 １ 発 熱 体 ３ を 電 磁 的 に シ ー ル ド す る こ と を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 つ ぎ の よ う に 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 ケ ー ス ８ は 樹 脂 製 の 本 体 に 金 属 メ ッ キ を 施 し た も の で あ っ た が
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、 全 体 が 金 属 に よ り 形 成 さ れ て い る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 吸 着 式 冷 凍 装 置 ５ ０ に お い て 吸 着 剤 を 加 熱 す る た め の 加 熱 手 段
と し て 、 電 子 機 器 １ 内 に 搭 載 さ れ て い る 第 ３ 発 熱 体 ４ ０ か ら の 熱 を 利 用 し た が 、 電 子 機 器
が よ り 大 き な 装 置 内 に 組 み 込 ま れ て い る 場 合 な ど に は 、 こ の 装 置 に 搭 載 さ れ て い る 他 の 機
器 か ら の 発 熱 を 加 熱 手 段 と し て 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 車 両 に 搭 載 さ れ て い る 電 子 機 器 の
場 合 に は 、 エ ン ジ ン の 冷 却 水 な ど を 吸 着 剤 の 加 熱 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 冷 却 器 ７ に お い て 第 １ 発 熱 体 ３ か ら の 熱 を 集 め た 第 １ 冷 媒 を 吸
着 器 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ の 吸 着 コ ア ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ に 循 環 さ せ る こ と に よ り 、 吸 着 剤 か ら 第 ２
冷 媒 を 脱 離 さ せ る た め の 加 熱 手 段 と し て 第 １ 発 熱 体 ３ の 熱 を 利 用 し 、 吸 着 器 ５ １ ａ 、 ５ １
ｂ の 蒸 発 コ ア ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ に は 電 子 機 器 １ 内 に 搭 載 さ れ て い る 第 ４ 発 熱 体 ４ １ か ら の 熱
を 集 め た 第 ４ 冷 媒 を 循 環 さ せ て 、 蒸 発 コ ア ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 内 で 第 ２ 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る こ と
に よ り 第 ４ 冷 媒 を 冷 却 す る よ う な 構 成 に し て も よ い 。 た だ し 、 こ の 場 合 、 第 １ 発 熱 体 ３ か
ら の 発 熱 量 を 合 わ せ た も の が 第 ４ 発 熱 体 ４ １ の 発 熱 量 以 上 で あ る こ と が 条 件 と な る 。 図 ３
は 、 第 １ 吸 着 器 ５ １ ａ に お い て 第 ４ 冷 媒 を 冷 却 し 、 第 ２ 吸 着 器 ５ １ ｂ に お い て 第 ２ 冷 媒 の
脱 離 お よ び 凝 縮 を 行 う モ ー ド で の 動 作 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 冷 却 器 ７ か ら の 冷 媒 を 吸 着 式 冷 凍 装 置 ５ ０ の 吸 着 器 ５ １
へ 循 環 さ せ る こ と に よ り 冷 却 す る 構 成 で あ っ た が 、 吸 着 式 冷 凍 装 置 ５ ０ を 用 い る こ と な く
、 冷 却 器 ７ か ら の 冷 媒 を 、 図 ２ に 示 す 放 熱 器 ５ ６ と 同 様 の 外 部 の 放 熱 器 に 直 接 循 環 さ せ て
、 空 気 中 へ の 放 熱 の み に よ り 冷 却 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 電 子 機 器 内 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 に 本 発 明 を 適 用 し た が 、 例 え ば
電 気 変 換 器 や 蓄 電 池 な ど 電 気 機 器 内 の 発 熱 性 部 品 の 冷 却 に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 冷 却 構 造 が 適 用 さ れ た 電 子 機 器 を 示 す 平 面
図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 線 Ｉ － Ｉ に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 冷 却 構 造 の 全 体 構 成 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 冷 却 構 造 の 全 体 構 成 の 変 形 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 冷 却 構 造 が 適 用 さ れ た 電 子 機 器 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ 　 第 １ 発 熱 体
４ 　 第 ２ 発 熱 体
７ 　 冷 却 器
８ 　 液 冷 部 の ケ ー ス
１ ０ 　 冷 却 用 フ ァ ン
２ ０ 　 空 冷 部
４ ０ 　 第 ３ 発 熱 体
５ １ ａ 、 ５ １ ｂ 　 吸 着 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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